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山口会長より松戸徹市長へ目録贈呈 松戸徹市長より感謝状を頂きました

松戸市長を囲んで 船橋市立医療センターへ寄贈のマスク 8,000 枚
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「医療現場に届けロータリーの心」

　このたびの新型コロナウイルス感染症（COVID-19）により、亡くなられた方に謹んでお悔やみを申し上

げますとともに、罹患された方々や感染拡大により生活に影響を受けられている皆様に心よりお見舞いを申

し上げます。一日も早い感染の終息をお祈り致します。

　船橋東ロータリークラブでは、COVID-19 の感染拡大で日本国内においてマスク等の入手困難な状況が続

いていることから 2020 年５月 19 日　船橋市（船橋市立医療センター）と船橋市老人福祉施設協議会へ 15,000

枚の不織布マスクとアルコール消毒液５リットル× 10 本を寄贈致しました。

　現在、医療現場では医療関係者を感染から守るマスク等の不足が深刻化し、医療関係者の感染リスクの増

加や院内感染につながる恐れがあることから、その確保が喫緊の課題となっていると船橋市立医療センター

よりお伺いしました。また、船橋市危機管理課では確保していた緊急時用のマスクは、市内の各現場に配布

し残り 20,000 枚足らずの状況でした。

　４月 23 日に RID2790 ロータリー財団統括委員会ではコロナ対策の地区補助金事業の追加を今回限りの特

例措置として決定し、当クラブ事務局へ連絡が入りました。既に補助金の申請をしていてもコロナ対策事業

に関わる申請は各クラブにつき１件受付ができるというものです。

　このような状況を踏まえ、船橋市民 64 万人と近隣市民の命を守る「船橋市立医療センター」へ不足してい

る不織布マスク 8,000 枚・アルコール消毒液１本と、盲点になりがちな船橋市内の各特別養護老人ホーム 26

施設内の医務室へ不織布マスク 7,000 枚・アルコール消毒液９本の寄贈を発案しました。

　しかし、マスク等の入手困難な状況はここ船橋市内でも変わらず、物品の確保に大変苦戦しました。まずは

寄贈の趣旨と内容をお伝えし、大原会員の経営されている薬局の仕入れルートから、不織布マスクを 10,000

枚、私の会社の仕入れ先にも特別に不織布マスク 5,000 枚とアルコール消毒液 10 本をお願いし、５月中頃ま

でに調達する見通しが立ちました。（４月 24 日現在、皆様もご存知の通り、マスク・消毒液は各社在庫が無

く入荷未定で注文受付もできない状況でした。）

松戸市長を囲んで 当クラブへ感謝状を頂きました



　補助金の申請期限がゴールデンウィーク明けの５月７日迄で、急遽４月 30 日にメールと FAX による臨時

理事会を発信し、５月１日には早急に不織布マスクと消毒液の寄贈を可決承認致しました。待った無しの状

況でしたので、山﨑会員に地区補助金の申請書を作成頂き、５月７日にこの申請書をポストへ投函しました。

　それと同時に、船橋市と船橋市老人福祉施設協議会への寄贈に関する調整を藤代会員にサポート頂きまし

た。今回の事業の総額は￥1,100,000 －になりましたが、緊急の支援が必要な事から補助金申請の結果を待た

ず実行致しました。

　５月 19 日までにすべての物品が揃い、都合のつく会員で手分けをして対象先へ不織布マスクや消毒液を配

布しました。また、同日 14：00 から船橋市老人福祉施設協議会　高橋章博会長のもとへ目録を贈呈し、16：

00 から船橋市役所において、松戸　徹　船橋市長へ目録とマスクと消毒液を寄贈してきました。船橋市は基

より、配布先の施設からも多数の温かい感謝のお言葉を頂きました。

　今回の事業では情報収集に始まり、立案、検討、決定、実行まで１人ではなかなか難しい事もクラブ会員

の力を結集することにより、よりスピーディーに支援する事ができました。この場をお借りして、会員の皆

様とこの事業に携わって頂きました皆様に感謝申し上げます。

　今回の支援が医療や介護の最前線で奮闘されている医療関係者の皆様に感染予防の一助となる事を切に

願っています。

　最後に、COVID-19 の感染拡大の影響により、各会員とご家庭、お仕事が大変な状況だとをお察し致しま

すが、体調を崩されませんようご自愛くださいませ。

　 船橋東ロータリークラブ　コロナ支援特命委員長　中村　和一


